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シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　

大
学
の
教
授
の
勧
め
で
、
守
谷
市
と
大
学
間
の

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
を
知
り
ま
し
た
。

共
同
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

　

ゴ
ミ
出
し
や
掃
除
は
各
自
で
分
担
し
て
い
る
の

で
、
大
変
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て

よ
い
社
会
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特

市議会

みずき野シェアハウス

集

　今回は、「学生が輝く“まち”」
再生プロジェクトの一環とし
て、みずき野地区のシェアハウ
スに入居している学生たちにお
話を伺ってきました。
　３軒のシェアハウスに、出身地
がそれぞれ異なる８名の学生が
入居し、守谷で生活しています。

Feature article

守
谷
市
に
住
ん
で
感
じ
る
こ
と
は
。

　

と
て
も
公
園
の
数
が
多
い
で
す
ね
。
子
ど
も
に

と
っ
て
公
園
は
思
い
出
の
地
に
も
な
る
の
で
、
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
の
周
辺
に
カ
フ
ェ
な
ど
の
お
店
が

無
い
の
が
寂
し
い
で
す
。
高
校
時
代
は
図
書
館
に

行
く
こ
と
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
。

通
学
の
交
通
手
段
は
。

　

３
名
が
車
で
通
学
を
し
て
い
ま
す
が
、
残
り
の

人
は
バ
ス
と
電
車
を
利
用
し
て
通
学
し
て
い
ま

す
。

　

帰
宅
の
守
谷
駅
発
最
終
バ
ス
が
以
前
よ
り
早

く
、
午
後
11
時
前
の
出
発
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
夜
遅
く
ま
で
だ
と
時
間
が
気
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
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休
日
の
過
ご
し
方
は
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
や
守
谷
中
学
校
で
「
サ
タ
デ
ー
学

習
支
援
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の

年
齢
が
近
い
せ
い
か
、
親
し
み
を
も
っ
て
勉
強
し

て
く
れ
る
の
で
嬉
し
い
で
す
。

　
　
　

地
域
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加
は
。

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
に
参
加
し
て
、
３
時
間
も

お
話
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
大
学
の
サ
ー
ク
ル

で
は
教
え
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
快
く
教
え
て
も

ら
え
る
の
で
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

住
民
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

夏
祭
り
で
「
み
ず
き
野
思
い
出
マ
ッ
プ
」
を
作

り
ま
し
た
。
み
ず
き
野
の
魅
力
や
昔
の
思
い
出
に

つ
い
て
多
く
の
住
民
と
話
す
こ
と
で
交
流
が
深
め

ら
れ
ま
し
た
。形
と
し
て
残
せ
る
も
の
が
出
来
て
、

達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

市
議
会
や
市
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　

現
在
、
高
齢
者
が
多
数
な
の
で
、
そ
の
方
た
ち

の
意
見
が
多
く
聞
き
入
れ
ら
れ
る
の
は
理
解
で
き

ま
す
が
、
若
者
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い

で
す
。
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議
長
就
任
挨
拶

副
議
長
就
任
挨
拶

議
長　

梅
木
伸
治
（
再
任
）

副
議
長　

高
橋
典
久
■

　

こ
の
た
び
、
第

10
代
市
議
会
議
長

と
し
て
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
市
議
会
は
、

議
会
改
革
に
日
々

精
力
的
に
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
通
年
議
会
を
２
年
前
の

議
長
就
任
時
か
ら
始
め
ま
し
た
。
会
期
は
３
６
５

日
と
し
、
速
や
か
な
審
議
協
議
に
対
応
し
、
行
政

が
停
滞
し
な
い
よ
う
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
２
年
間
の
任
期
に
お
い
て
は
、
市
民
と
直

接
対
話
す
る
機
会
を
増
や
し
、
も
っ
と
市
民
に
寄

り
添
う
議
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
市
民
の
中
で
守
谷
市
議
会
議
員
と
直
接
会

話
を
し
て
い
る
方
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
い
る
の
だ
ろ

う
？　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
番
身
近
な

政
治
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
に
距
離
を
感
じ
ら

れ
て
し
ま
う
の
で
は
と
危
惧
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
「
議
員
出
前
懇
談
会
」
を
企
画
開
催

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
議
員
と
直
接
会
話
し
、

触
れ
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
守
谷
市
議
会
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
３

月
定
例
月
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
副

議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

梅
木
議
長
を
常

に
補
佐
し
、
議
員

間
の
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
円
滑
な
議
会
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
市
議
会
の

果
た
す
役
割
は
、
非
常
に
大
き
い
も
の
だ
と
考
え

ま
す
。

　

市
民
の
代
表
と
し
て
議
員
同
士
が
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
切
磋
琢
磨
し
、
市
民
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
市
議
会
を
目
指
す
た
め
、
副

議
長
と
し
て
の
職
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

正
副
議
長
及
び
各
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
３
月
定
例
月
議
会
か
ら
市
議
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
。

変
更
が
あ
っ
た
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
特
別
委
員
会
の
構
成
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

議
会
運
営
委
員
会

　

市
議
会
の
運
営
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
議
案
や
請
願
・
陳
情
な
ど
の
審
査
に
つ

い
て
協
議
し
ま
す
。委　

員　
長　
　

市
川　

和
代

副
委
員
長　
　

青
木　

公
達

委　
　

員　
　

渡
辺　

秀
一

〃　
　
　

寺
田　

文
彦

〃　
　
　

高
梨　

恭
子

〃　
　
　

高
橋　

典
久

〃　
　
　

川
名　

敏
子

〃　
　
　

佐
藤　

弘
子

〃　
　
　

伯
耆
田
富
夫
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市
の
将
来
構
想
な
ど
の
政
策
企
画
、
財
政
運
営
、

納
税
等
の
総
務
部
が
所
管
す
る
事
項
や
、
学
校
教

育
の
運
営
・
指
導
、
生
涯
学
習
、
文
化
財
な
ど
の

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
査
し

ま
す
。

委　
員　
長　
　

青
木　

公
達

副
委
員
長　
　

長
谷
川
信
市

委　
　

員　
　

渡
辺　

大
士

〃　
　
　

浅
川　

利
夫

〃　
　
　

高
橋　

典
久

〃　
　
　

市
川　

和
代

〃　
　
　

佐
藤　

弘
子

　

社
会
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、

児
童
福
祉
、
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
、

保
健
福
祉
部
が
所
管
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
査
し

ま
す
。

委　
員　
長　
　

高
梨　

恭
子

副
委
員
長　
　

佐
藤　

剛
史

委　
　

員　
　

神
宮　

栄
二

〃　
　
　

末
村
英
一
郎

〃　
　
　

山
田
美
枝
子

〃　
　
　

川
名　

敏
子

　

交
通
防
災
・
防
犯
、
生
活
環
境
、
観
光
商
工
、

農
業
等
の
市
役
所
生
活
経
済
部
が
所
管
す
る
事
項

や
、
都
市
計
画
・
道
路
管
理
の
都
市
整
備
部
が
所

管
す
る
事
項
、
上
下
水
道
運
営
な
ど
の
上
下
水
道

事
務
所
が
所
管
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

委　
員　
長　
　

寺
田　

文
彦

副
委
員
長　
　

渡
辺　

秀
一

委　
　

員　
　

砂
川　
　

誠

〃　
　
　

堤　
　

茂
信

〃　
　
　

高
梨　
　

隆

〃　
　
　

伯
耆
田
富
夫

〃　
　
　

梅
木　

伸
治

　

議
会
改
革
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
や
、
議
会
基

本
条
例
の
検
証
な
ど
を
行
い
ま
す
。

会　

長　
　

高
橋　

典
久

副
会
長　
　

青
木　

公
達

委　

員　
　

砂
川　
　

誠

〃　
　
　

神
宮　

栄
二

〃　
　
　

堤　
　

茂
信

〃　
　
　

浅
川　

利
夫

〃　
　
　

末
村
英
一
郎

〃　
　
　

山
田
美
枝
子

〃　
　
　

市
川　

和
代

総
務
教
育
常
任
委
員
会

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

都
市
経
済
常
任
委
員
会

　

特
定
の
事
務
を
市
町
村
が
共
同
で
処
理
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
に
、
各
市
選
出
議

員
で
構
成
す
る
議
会
が
あ
り
ま
す
。

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

※
常
総
市
、
取
手
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、

守
谷
市
の
４
市
で
構
成

選
出
議
員　
　

渡
辺　

秀
一

　
〃　
　
　

長
谷
川
信
市

　
〃　
　
　

伯
耆
田
富
夫

常
総
衛
生
組
合
議
会

※
常
総
市
、
坂
東
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、

守
谷
市
の
４
市
で
構
成

選
出
議
員　
　

砂
川　
　

誠

　
〃　
　
　

末
村
英
一
郎

取
手
市
外
２
市
火
葬
場
組
合
議
会

※
取
手
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、
守
谷
市
の
３

市
で
構
成

選
出
議
員　
　

寺
田　

文
彦

　
〃　
　
　

高
橋　

典
久

　
〃　
　
　

梅
木　

伸
治

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
組
合
議
会

※
茨
城
県
内
全
市
町
村
で
構
成

選
出
議
員　
　

市
川　

和
代

議
会
改
革
推
進
会
議

一
部
事
務
組
合
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３
月
１
日
か
ら
23
日
ま
で
３
月
定
例
月
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
予
算
及
び
平
成
29
年
度
補

正
予
算
を
は
じ
め
、
教
育
長
・
教
育
委
員
や
監
査
委
員

の
選
任
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

３
月
定
例
月
議
会

＊ 

陳
情 ･･･････････････

件

2

＊ 

陳
情
（
継
続
審
査
） ････
件

1

＊ 

市
長
提
出
議
案 ･･･････

件

35

＊ 

議
員
提
出
議
案 ･･･････

件

2

＊ 

合
計 ･･･････････････

件

40

こ ん な
こ と

が 決 まま しり た
This was decided

　

本
会
議
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議　案　名 結果

公明党 日本共産党 もりや清流会 もりや創世会 もりや未来
砂

川

川

名

市

川

山

田

佐
藤（
弘
）

末

村

渡
辺（
秀
）

青

木

佐
藤（
剛
）

渡
辺（
大
）

神

宮

浅

川

高
梨（
隆
）

伯
耆
田
堤
長
谷
川

寺

田

高
梨（
恭
）

高

橋
守谷市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
守谷市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
守谷市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守谷市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設
備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

守谷市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30年度守谷市一般会計予算に対する修正案 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30年度守谷市一般会計予算 修正
可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30年度守谷市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30年度守谷市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30年度守谷市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30年度守谷市介護サービス事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30年度守谷市農業集落排水事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30年度守谷市水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30年度守谷市公共下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（梅木伸治）は採決には加わりません。
※記載以外の案件は全員賛成で可決。

平成 30年 3月定例月議会　議員別賛否一覧表（賛否の分かれた案件）

○：賛成　　×：反対　　退：退席　　欠：欠席
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児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
資
格
取
得

状
況
は
ど
う
で
す
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
有
資
格
者
は
27

名
で
す
。

今
ま
で
都
市
計
画
税
の
残
金
は
あ

り
ま
し
た
か
。

区
画
整
理
事
業
が
あ
っ
た
た
め
、

都
市
計
画
税
の
残
金
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

都
市
計
画
事
業
及
び
土
地
区
画
整
理
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た

め
、
守
谷
市
都
市
計
画
事
業
基
金
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
各
年
度
の
都
市
計
画
税
収
入
額
か
ら
都
市
計
画
事
業

費
を
差
し
引
い
て
、
残
金
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
額
を
積
み
立
て
る
も

の
で
す
。

　

他
市
町
村
か
ら
区
域
外
就
学
が
申
請
さ
れ
た
場
合
、
既
定
の
基
準
に

相
当
す
る
と
き
は
、
当
該
児
童
生
徒
が
在
住
す
る
市
町
村
の
教
育
委
員

会
と
協
議
し
、
就
学
を
承
諾
し
て
い
る
現
状
に
合
わ
せ
て
、
当
該
児
童

を
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
対
象
児
童
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
守
谷
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」
に
合
わ
せ
て
、
児
童
の
育
成
支
援
に
当
た

る
者
の
名
称
を
改
め
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

守
谷
市
都
市
計
画
事
業
基
金
条
例
を

制
定

児
童
ク
ラ
ブ
設
置
管
理
条
例
を
改
正

Pick up1質
疑
意
見
な
ど

Pick up2質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
15
号　

守
谷
市
都
市
計
画
事
業
基
金
条
例
）

（
議
案
第
27
号　

守
谷
市
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

Ｑ

Ｑ

A

A

円滑なまちづくり推進のために

児童クラブの様子
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第
７
期
守
谷
市
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
平
成
30
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
本
人
の

所
得
等
で
保
険
料
は
変
わ
り
ま
す
が
、
全
体
的
に
現
行
よ
り
減
額
と
な

り
ま
す
。

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

Pick up4
（
議
案
第
21
号　

守
谷
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

見直し後　第７期（平成 30～ 32年度）

所得段階年額 現行との差額 対　象　者

第１段階
23,200 円 -1,100 円 現行の第１段階と同じ

第２段階
36,100 円 -1,700 円 現行の第２段階と同じ

第３段階
38,700 円 -1,800 円 現行の第３段階と同じ

第４段階
46,400 円 -2,200 円 現行の第４段階と同じ

第５段階
51,600 円 -2,500 円 現行の第５段階と同じ

第６段階
61,900 円 -3,000 円 現行の第６段階と同じ

第７段階
67,000 円 -3,300 円 本人課税で合計所得金額が

120 万円以上 200 万円未満
第８段階
79,900 円 -3,900 円 本人課税で合計所得金額が

200 万円以上 300 万円未満
第９段階
82,500 円 -4,000 円 本人課税で合計所得金額が

300 万円以上 500 万円未満
第 10段階
95,400 円 -4,600 円 現行の第１０段階と同じ

住
所
地
特
例
の
対
象
者
は
何
人
い

ま
す
か
。

２
月
末
現
在
で
94
人
、
そ
の
う
ち

施
設
入
所
者
は
27
人
に
な
り
ま
す
。

　

住
所
地
特
例
の
適
用
を
受
け
て
、
茨
城
県
外
の
施
設
に
入
所
し
て
い

る
守
谷
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
施
設
所
在
地
都
道
府
県
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
住
所
地
特
例
の
適

用
を
引
き
継
ぎ
、
茨
城
県
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者

と
な
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

他
県
の
施
設
に
入
所
し
て
い
て
も
引

き
続
き
茨
城
県
の
被
保
険
者
に

Pick up3質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
20
号　

守
谷
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

ＱA

後期高齢者医療被保険者証
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て
お
り
、
陳
情
は
採
択
す
べ
き
と
考

え
る
。

●
国
連
会
議
の
中
で
核
兵
器
禁
止
条
約

が
採
択
さ
れ
、
そ
の
採
択
に
貢
献
し

た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
団
体
と
し
て
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
に
選
ば
れ
た
。
守
谷
市
議

会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
意
見
を
国

に
対
し
て
求
め
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

●
核
兵
器
が
あ
る
こ
と
は
決
し
て
抑
止

力
に
は
な
ら
な
い
。
世
界
の
中
で
被

爆
経
験
し
て
い
る
日
本
こ
そ
が
調
印

す
る
べ
き
で
あ
る
。

●
す
で
に
市
で
は
、
市
民
の
平
和
を
願

う
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ

●
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
交
通
安
全
の

向
上
や
渋
滞
緩
和
は
切
な
る
願
い
で

あ
り
、
一
日
も
早
く
実
現
で
き
る
よ

う
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
だ
。

●
平
成
26
年
に
ト
レ
ー
ラ
ー
が
絡
む
交

通
事
故
で
滝
下
橋
が
全
面
通
行
止
め

と
な
り
、
以
前
か
ら
大
型
車
の
通
行

規
制
を
望
む
声
が
あ
る
中
、
交
通
量

や
大
型
車
の
通
行
が
増
え
続
け
て
い

る
た
め
、
陳
情
の
内
容
は
全
く
そ
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

陳
情
の
内
容
は
、
滝
下
橋
の
渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て
、
時
間
指
定
に

よ
る
大
型
車
両
の
全
面
通
行
止
め
及
び
一
方
通
行
等
の
交
通
規
制
等
を

実
施
す
る
よ
う
県
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
の
趣
旨
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
を
速
や
か
に
行
う
よ
う
、

国
へ
意
見
書
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

市
は
、
平
成
７
年
に
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
平
成
20

年
に
「
平
和
首
長
会
議
」
に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
、
守
谷
市
議
会
と
し

て
も
平
成
22
年
に
国
に
対
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
に
関

す
る
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陳
情
を
採
択
し
ま
し
た
。

滝
下
橋
の
渋
滞
緩
和
対
策
を

核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
を
求
め
る

Pick up5審
査
に
お
け
る
意
見

Pick up6審
査
に
お
け
る
意
見

（
受
理
番
号
第
１
号　

主
要
地
方
道
取
手
豊
岡
線
の
滝
下
橋
渋
滞
緩
和
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
）

（
受
理
番
号
第
２
号　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
）

朝夕の渋滞が深刻な滝下橋
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た
だ
い
て
お
り
、
予
算
計
上
に
当

た
っ
て
は
、
議
会
に
相
談
し
て
お

く
べ
き
で
し
た
。

附
帯
決
議
の
内
容
（
左
頁
参
照
）

に
つ
い
て
は
３
点
あ
る
が
、
そ
れ

を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
予
算

計
上
は
な
い
。
し
か
も
、
中
央
公

民
館
改
修
に
関
す
る
陳
情
は
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
て
、
議
会
は
そ

の
件
に
関
し
て
、
検
討
・
調
査
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
現
状
を
し
っ
か
り
と
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

中
央
公
民
館
改
修
事
業
の
改
修
工

事
予
算
が
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
計
上
さ
れ
た
の
で
す
か
。

通
常
、
工
事
を
予
定
し
て
い
る
場

合
、
そ
の
工
事
の
一
部
で
あ
る
前

払
金
等
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

協
議
し
た
結
果
、
予
算
を
計
上
し

た
方
が
良
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
改
修
工
事
に
起
債

を
考
え
て
い
た
た
め
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
が
、
当
該
工
事
に
つ
い

て
は
、
議
会
か
ら
附
帯
決
議
を
い

　

議
案
第
36
号
平
成
30
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い

る
中
央
公
民
館
改
修
事
業
費
３
億
２
５
８
６
万
９
０
０
０
円
（
設
計
・

監
理
委
託
料
２
６
５
３
万
６
０
０
０
円
、
施
設
整
備
改
修
工
事
請
負
費

２
億
９
９
３
３
万
３
０
０
０
円
）
に
つ
い
て
、
決
算
予
算
特
別
委
員
会

で
審
議
し
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
改
修
事
業
費
を
修
正
し

ま
し
た

Pick up8質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
36
号　

平
成
30
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
予
算
）

ＱA

意見

こ
ろ
は
、
速
や
か
に
改
修
し
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
以
外
は
現
状
か
ら
み
る

と
結
論
が
出
ず
、
趣
旨
を
採
択
す
る

の
が
適
当
。

●
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
こ
と
は
分
か

る
が
、
建
て
替
え
を
進
め
る
方
向
で

論
議
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

●
８
月
に
実
施
設
計
が
出
る
ま
で
、
中

央
公
民
館
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

く
こ
と
は
で
き
ず
、
市
民
に
と
っ
て

使
い
や
す
い
ホ
ー
ル
に
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
陳
情
の
内
容
全

て
に
賛
成
は
で
き
な
い
が
、
陳
情
の

趣
旨
は
十
分
に
汲
み
取
る
べ
き
。

●
陳
情
の
趣
旨
に
は
共
感
で
き
る
。
空

調
機
な
ど
使
用
に
制
限
が
か
か
る
と

　

現
在
、
中
央
公
民
館
は
改
修
に
向
け
て
の
設
計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
陳
情
は
、
音
楽
演
奏
・
鑑
賞
な
ど
が
行
え
る
８
０
０
席
程
度

の
客
席
を
有
し
た
市
民
ホ
ー
ル
の
新
設
を
求
め
る
も
の
で
、
平
成
29
年

12
月
定
例
月
議
会
で
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

市
の
財
政
状
況
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
将
来
を
見
据
え
て
慎
重
な

審
議
を
続
け
て
き
た
中
、
３
月
定
例
月
議
会
に
お
い
て
趣
旨
採
択
し
ま

し
た
。

中
央
公
民
館
改
修
の
陳
情
を
趣
旨
採
択

Pick up7審
査
に
お
け
る
意
見

（
受
理
番
号
第
６
号　

守
谷
市
中
央
公
民
館
改
修
に
関
す
る
陳
情
（
継
続
審
査
））

百合ケ丘二丁目にある中央公民館
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修
正
の
主
な
内
容
は
、
中
央
公
民
館

の
改
修
工
事
費
２
億
９
９
３
３
万
３
０

０
０
円
を
１
億
６
３
５
万
９
０
０
０
円

に
減
額
す
る
も
の
で
す
。

議
会
は
も
ち
ろ
ん
市
民
に
対
し
て

も
配
慮
が
足
り
な
い
も
の
で
あ
り
、

当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
空
調
設

備
の
改
修
費
用
以
外
の
予
算
に
つ

い
て
は
到
底
認
め
ら
れ
ず
、
修
正

案
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
36
号
修
正
案
の
概
要
】

　

中
央
公
民
館
改
修
に
お
い
て
、
老
朽

化
に
伴
う
改
修
計
画
の
う
ち
、
当
初
か

ら
予
定
し
て
い
た
空
調
設
備
の
改
修
費

用
相
当
額
以
外
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

設
計
・
積
算
が
で
き
て
い
な
い
上
、
附

帯
決
議
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
現

段
階
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
当

該
事
業
に
関
す
る
部
分
を
修
正
し
た
修

正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
第
36
号
修
正
案
に
対
す
る
意
見
】

当
該
工
事
は
、
当
初
は
空
調
設
備

改
修
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
長

寿
命
化
を
目
的
と
し
た
改
修
計
画

に
変
更
し
た
わ
け
だ
が
、
改
修
に

当
た
っ
て
は
慎
重
に
進
め
た
ほ
う

が
良
い
と
考
え
、
当
初
の
計
画
に

あ
っ
た
空
調
設
備
改
修
の
予
算
計

上
の
み
認
め
た
ほ
う
が
よ
い
。

【
議
案
第
36
号
に
対
す
る
討
論
】

議
会
と
し
て
は
、
市
の
財
政
状
況

を
考
慮
し
つ
つ
も
、
陳
情
に
託
さ

れ
た
多
く
の
市
民
の
思
い
を
受
け

止
め
、
慎
重
な
審
査
を
続
け
て
い

る
中
、
中
央
公
民
館
改
修
事
業
費

を
安
易
に
予
算
計
上
し
た
こ
と
は
、

　

決
算
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
議
案
第
36
号
に
対
し
て
修
正
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
議
案
第
36
号
は
修
正
案
の
と
お

り
、
全
会
一
致
で
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
採
決
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
議
案
第
36
号
は
修
正
案
の
と
お
り
、
賛
成
多
数

で
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

《
附
帯
決
議
の
要
旨
》
平
成
29
年
８
月
臨
時
議
会

　

議
案
第
45
号　

平
成
29
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
お

け
る
中
央
公
民
館
改
修
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託
の
債
務
負
担
行
為
に
当
た
っ

て
は
、
次
の
点
を
履
行
す
る
よ
う
求
め
る
。

１
．
設
計
後
に
詳
細
な
工
事
費
が
積
算
さ
れ
た
場
合
、
費
用
対
効
果
を
精
査
し

て
、
議
会
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
こ
と
。

２
．
費
用
対
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
と
議
会
が
判
断
し
た
場
合
は
、
工
事
計
画
の

白
紙
を
含
め
全
面
的
な
見
直
し
を
す
る
こ
と
。

３
．
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
改
築
工
事
と
並
行
し
て
新
築
工
事
も

検
討
に
含
め
る
こ
と
。

意見

決算予算特別委員会

賛成
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　平成 30年度の予算案が市長から提案され、３月６日

～８日の３日間にわたり決算予算特別委員会を開催し、

今年度のお金の使い道を審査しました。審査の結果、当

初予算案を修正の上、可決しました。

　予算の内訳は下記のグラフをご覧ください。左ページ

では主な事業をご紹介します。

お金の使い道が決まりました

平成30年度予算案をチェック

218 億 903 万円

94億 9,913 万円

42億 8,549 万円

一 般 会 計 予 算

特別会計予算総額

企 業 会 計 総 額

一　般　会　計 前年比増減額
　　 218 億  903 万円 13億 4,703 万円

特　別　会　計
国民健康保険

55億 8,048 万円 ▲ 6億 3,237 万円

後期高齢者医療
5億 3,376 万円 5,481 万円

介護保険
33億 2,766 万円 1億 8,295 万円

介護サービス事業
1,500 万円 114 万円

農業集落排水事業
4,223 万円 280 万円

公　営　企　業　会　計
水道事業

16億 9,761 万円 ▲ 1億 5,948 万円

公共下水道事業
25億 8,788 万円 ▲ 1億 5,605 万円

一般会計歳出

一般会計歳入

市税
52.9％

国庫支出金
13.2％

繰入金
7.2％

公債費
5.6％

衛生費
6.1％

諸支出金
7.4％

土木費
9.4％

民生費
36.4％

教育費
14.1％

総務費
14.0％

県支出金
5.9％

諸収入2.2％
分担金及び負担金1.7％

地方消費税交付金4.9％

地方交付税0.9％

農林水産費1.1％

地方譲与税0.8％

消防費4.5％
議会費1.0％

その他3.9％

その他0.4％

寄附金6.4％

※金額や数値は、端数処理の関係で実際と異なる場合が
あります。
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保育士の人材確保を支援します

部活動に専門の指導員を配置

妊娠から子育てまでサポート

まちづくり協議会設立に向けて

持続可能な都市づくり

保育所が増えます

【まちづくり協議会推進事業】
　平成29年度から取り組みを開始した「まちづくり協議会」
について、設立に向けて地域の皆さんと一緒に取り組んで
いきます。 予算額  92 万 9千円

【保育所整備事業】
　平成 31 年４月に開所予定の新規民間認可保育所につい
て、整備に係る補助等を行います。
　その一部はふるさと納税で賄われています。
 予算額　3億 9,369 万円

【都市計画庶務事務（立地適正化計画策定）】
　将来の人口減少や高齢化に対応した都市づくりのための
計画を策定します。市街地の魅力を向上させ、将来的に持
続可能な自立した都市としての成長を図ります。
 予算額 1,085 万 5千円

【保育人材就職支援事業】
　市内外の潜在保育士、新卒保育士等を対象とした事業所
紹介及び面接会の機会を設定。市内事業所の保育人材確保
をしやすくします。 予算額　91万 4千円

【子育て世代包括支援事業】
　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を行う「子
育て世代包括支援センター」を設置します。包括支援セン
ターでは、妊産婦や子どもの相談・支援を行います。
 予算額　397 万 7千円

【中学校教育振興事業（部活動指導員配置事業）】
　中学校で行われている部活動に部活動指導員を配置する
ことにより、生徒の技能向上と教職員の負担軽減を図りま
す。指導員は単独での指導、大会引率等を行えるようにし
ます。 予算額 553 万円
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県は所得制限付きで入院医療費助成を高校３年

生までに拡充する方針である。対象外となる方

にも助成できるよう、市で速やかに対応すべき

だ。更に、外来診療費助成も必要だ。市の考え

を伺う。

県の制度で所得制限により対象外の高校３年生

までの入院医療費助成は、市のすこやか医療費

助成制度を実施する方向で検討する。

１級33名、２級119名の精神障がいの方々を、

市独自の医療福祉制度で支援できないか。

県の今後の動向や市の財政状況など、様々な観

点から、検討していきたい。

地域自殺対策計画の策定が義務付けられてい

る。市の現状と今後の取組について伺いたい。

年間６～７人の自殺者がいます。こころの健康

相談や各課の連携で丁寧に対応しており、30

年度内に自殺対策計画策定を検討している。

ズバリ！ズバリ！
市政を市政を問問う !!う !!

１．医療福祉費助成事業について
２．自殺予防対策で生きやすい地域づくり

今回の通告事項マル福・すこやか医療
費助成制度の拡充を

詳しくは守谷市議会ホームページ・議会録画で！　http://moriya.gijiroku.com/index.asp

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ 誰も自殺に追い込まれることの無い社会に

※内容は、約 360 字を
目安に、議員本人が
要約しています。

● 川名　敏子 議員
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図書館協議会の答申では、指定管理者導入後コ

スト削減効果はなかったと読める部分があるが。

指定管理者により、例えば１日のシフト配置の

工夫などが行われ、人件費削減の効果はあった。

答申にある、直営に戻してもコストは同じとい

う点は、指定管理者が実現したコスト削減を、

真似して維持することはできるという意味か。

そのような理解でよいと思う。

現在の図書館に関して、利用者が何を求めてい

るか。

資料の充実や開館日数、駐車場の不足などに対

する要望が強いと把握している。

第三者評価として、図書館協議会の答申は重く

現在、市内の認可保育所への入所が不承諾に

なっている子どもの数は。

平成 30 年２月１日現在、総数 344 名、ゼロ

歳児 156 名、１歳児 91 名、２歳児 67 名、３

歳児 19名、４歳児６名、５歳児５名。　　

その不承諾児童はいつ解決されるのか。    

来年４月に認可保育所３か所開所予定。合計の

定員は255名。また、既設の認可保育所、守谷

市独自の認証保育所でも増員を予定している。

居宅外と居宅内労働がある。そこの差は。

職住間の移動時間や休憩時間に保育のできる、

できないという状況等を踏まえて、居宅内は居

宅外より 10点少ない点数。また就労事情に応

受け止めなくてはならないが、市長の判断は。

最小の費用で最大の効果を生むためにという視

点、社会教育施設としてのあり方の視点等も踏

まえながら、早急に判断していきたい。

じて、危険なものを取扱う業種については、調

整点で３点を付けるよう基準を設けている。

　保育所の選考委員会の基準を、もう少しきめ

細かく見直していくべき。

１．中央図書館の指定管理者制度について

１．守谷市の働くお母さんへのフォロー体制は
２．障がい者雇用について
３．子どもの健康調査 他１件

今回の通告事項

今回の通告事項

民間の活力を生かす手
法を摘まないように

働くお母さんへの
フォロー体制を問う

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ

　

保育所等利用不承諾通知書

　

● 末村　英一郎 議員

意見

● 山田　美枝子 議員
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守谷市の地方公会計の導入状況は。

固定資産台帳の整備と公共施設等総合管理計画

の整合性の確認作業を現在行っており、4月に

は公開したい。公会計制度による財務諸表の公

表は、平成 29年度分は年内に行いたいと思っ

ているが、施政方針の中で“行政運営から行政

経営へ”と謳っているので早急に対応したい。

「守谷市教育に関する大綱」に対する現時点で

の評価と今後の守谷市の教育のあり方は。

大綱は2年経過し、概ね順調に進捗しているが、

柔軟性のある対応が必要。共生・自立とともに

郷土愛・地域学習で守谷独自のものがあっても

良いのではないか。中教審では教師の仕事を、

災害時の情報・通信ネットワーク整備において、

情報難民の削減策として、住民からの問い合わ

せを自動音声システムで対応できないのか。

災害情報の聞き漏らしの問い合わせは、時間帯

によっては対応し切れない部分もあるため、情

報伝達手段の一つとして調査研究していきた

い。

避難行動要支援者の把握について、発達障がい

も含め外見では判断できない障がい者や病気を

持った方のために、ヘルプカードに障がい、病

名を記入し普段から携帯し困ったとき、周囲に

手助けをお願いしやすくすることで、公共交通

機関の利用時や避難所における要支援者の把握

①教師本来の仕事、②本来の仕事ではないが生

徒に効果があるもの、③外部に委託したほうが

良いもの、と分類している。教師本来の仕事で

子どもと直接関わり合える時間が増えていく。

が円滑になるのでは。

援助や配慮を必要とすることを知らせるために

カード等を利用した制度で、当市においても今

後十分に検証し、導入を検討したい。

１．守谷市の地方公会計の導入について
２．守谷市の教育行政について

１．地域防災計画について

今回の通告事項

今回の通告事項

地方公会計の導入お
よび守谷市教育行政

自助・共助・公助三
位一体の安心・安全

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

　

Ａ

埼玉県鶴ヶ島市のヘルプカード

　

● 青木　公達 議員

● 砂川　誠 議員
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市民のカード取得状況と普及促進の取組は。

取得率は 12.4％と県内５位で、普及取組は３

月１日から総合窓口課で申請に必要な写真撮影

サービスを開始した（11日間で 282 人）。

デスレクシア（読字障がい）児童生徒、高齢者

等のために読みやすいフォント（書体）の導入は。

全校にてユニバーサルデザインを早期から実施。

高齢者へのパンフレット等には一部取り入れら

れており、さらに見やすいものへ努力していく。

平成30年度予算で広報もりやUDフォントを早

期に導入予定。読みやすい紙面づくりを目指す。

普通救命講習の実施及び受講状況は。

守谷消防署で月３回程度開催。昨年384名受講。

守谷市図書館の運営基本方針（案）が検討され

ているが、どのような内容か。

守谷市図書館の目指すべき姿を定めたもので、

パブリックコメントを実施して策定する。

駅に返却ポストを設置して市民サービス向上を

図ること。また、将来的には全ての資料に IC

タグを付け、蔵書点検の省力化や自動貸し出し・

返却の検討をすべきではないか。

返却ポストの設置については市民の要望もある

が、難しいところもあるため今後検討したい。

市民への情報公開として、市役所ロビーに「行

政資料室」を作るべき。現在中央図書館３階の

行政資料コーナーは、きちんと管理されていな

いので市民に情報提供しているとは言えない。

非常に良いことだが、庁舎はスペース的に難し

い。図書館における市民への情報提供の仕方を

今後十分検討する。

AEDが市内 33か所設置（内小中学校は屋外）

の現状から小中学生及び教職員の実習状況は。

中学生は全学校で実施。小学生は一部の学校で

実施。教職員については 97％受講。

１．マイナンバーカードについて
２．UD（ユニバーサルデザイン）フォント導入
３．普通救命講習について

１．守谷市立図書館等の運営について
２．公共施設等総合管理計画について

今回の通告事項

今回の通告事項

マイナンバーカード
について

直営に戻してさらな
る市民サービスを‼

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

総合窓口課脇のマイナンバーカード申請写真撮影場所

３階郷土資料の書架

● 市川　和代 議員

● 高梨　恭子 議員
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大山新田地内に太陽光発電施設の建設計画があ

ると聞くが、その経緯はどのようなものか。

平成 10 年 11 月に多目的グラウンドとして茨

城県で開発行為の許可が出され着工したが、途

中で工事が滞ったままになっている。その後、

平成 29年４月に太陽光発電施設事業を行いた

いとの相談があったが、協議には至っていない。

太陽光パネルの廃棄問題に重大な懸念を持って

いる。太陽光発電施設の適正管理、地域環境保

全に関する条例を設けるべきではないか。

守谷市独自の条例なりを作るべき時期に来てい

ると思う。積極的にその条例に対しては考えて

行きたい。

いじめ不登校の実態把握と対策は。

全ての小中学校で月一回アンケート、日々教師

による観察等を実施し、子どもと保護者と連携

を図り解決に努めている。

ある新聞に「いじめとは何かをめぐる定義を共

通のものにしない限り、各当事者によっていじ

めが都合よく解釈されてしまうと警告。心理的、

また物理的な影響を与える行為によって、やら

れた側の生徒が心身の苦痛を感じているもの全

てはいじめである」と掲載。ふざけといじめの

区別も分からない行為がエスカレートする。被

害者はもちろん加害者の心のケアも必要な場合

もあると思うが、市では関係者とどのような連

　守谷市における太陽光発電のルール整備を早

急に行い、将来にわたって安心・安全が担保で

きるよう行政から事業者に対して適切な指導監

督をお願いする。

携を取っているか。

いじめが認知された場合、学校長を中心に教員

全員で対応、場合によっては児童福祉課の職員

も加わり対応している。

１．太陽光発電施設建設計画について

１．いじめ・不登校について
２．まちづくり（道路施策）について

今回の通告事項

今回の通告事項

太陽光発電の安心の
ためのルール整備を

いじめをなくすには

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

　

Ａ

 

大山新田地内の太陽光発電施設建設計画地

● 堤　茂信 議員

● 浅川　利夫 議員

意見
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市民会館建設等委員会設立及び廃止の経緯は。

委員会は、平成９年２月から 12月にかけて計

８回開催され、建設に係る基本構想について答

申を受けた。

答申書の中に、市民会館を建設しないという答

申になっていたか。

答申は、建設するという方向であったと思う。

平成元年から平成 14 年度まで積み立てて、

９億 6,300 万円はどこに消えたとお考えか。

市民会館建設基金は義務教育施設修繕基金に積

み替えを行い、さらに公共公益施設整備基金に

一本化し、現在に至っている。

もし市民会館が建設されるとなったら、消えた

中学校で英検取得の目標設定はされているのか

目標設定はしていないが、英検３級以上を有す

る生徒の割合は 54.1％という状況である。

2020年大学入学共通テストの対象者としては、

現在の中学生が対象になる。また現在、英検取

得者は、多くの大学入試において様々な優遇措

置を受けられるメリットがあると聞いている。

私は英検取得の目標をもっと明確にし、高校に

入学してからも更に上の級を受けられる様な環

境を中学までに整備することも必要だと考える。

そのためにも、英検受験料を全額公費負担とし、

親の経済事情などによらず子どもたちに平等の

機会を与え整備することが必要だと考えるが。

現在のところ、英検は個人負担で受験している

ことから、目標設定においても配慮がいる状況

である。今後は、他の民間検定の調査も含め、

検討をしていきたい。

この９億 6,300 万円使うことができるか。

公民館に限らず、全ての事業に充てるような形

では考えている。

１．市民会館建設等委員会について
２．まちづくり協議会について
３．守谷市景観条例について

１．大学入試に対応した英語教育について
２．テレワーク事業について

今回の通告事項

今回の通告事項

市民会館建設等委員
会の廃止経緯は

英検受験料を全額公
費負担に

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

　

　

● 渡辺　秀一 議員

● 神宮　栄二 議員
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市内中学校の運動部活動状況は。

市内４中学校の 84.7％の生徒が何らかの部活

動に参加している。活動時間は、週当たり 17

～ 20時間である。

週休日の出勤に関しては、平均で教職員の

18％が、年間 68日、休日の７割を部活動指導

のため出勤している。

週20時間を超える超過勤務している教職員は。

全校で 101 人の主顧問のうち 13人が該当。

教職員が忙しすぎるという問題は今に始まった

ことではないが、特に部活担当教職員の負担軽

減の取組はなされたのか。

平成 21年より、指導時間の見直し、週２日の

市内民間企業による消防団活動への協力が、今

後の守谷市の消防活動を支えていく上で非常に

重要であり鍵になる。団員の方が都内通勤の場

合、昼間に発生する火災等の出動は困難である。

市内企業への積極的な協力や依頼については、

どのように考えているのか。

火災時の出動等にいては、その地域や規模等に

より、消防署あるいは消防団だけでは対応しき

れない場合も想定される。出動体制の充実や団

員確保の観点からも、企業の協力と理解を得た

中で、昼間の時間帯の勤務時間中の火災等に対

応する機能別消防団の整備も有効な手段である

と考えている。

休養日の設定、複数顧問制等の改善がなされた。

新しい事業、部活動指導員配置事業の概要は。

４中学校で 12人の部活動指導員を任用し、実

技指導、大会や練習試合の引率等を担う。

　仮称とするのであれば企業の昼間協力分団等

として、ぜひ機能別分団を市長のトップセール

スで市内企業の皆さんにアピールしていただ

き、設置に向けて加速をしていただきたい。

１．運動部活動の活動状況は
２．教職員の負担軽減と働き方改革について
３．施政方針に示された部活動指導員について

１．消防団員と企業の協力体制について
２．高齢者のゴミ出し支援について

今回の通告事項

今回の通告事項

中学校の部活動につ
いて

今後の消防団の在り
方について問う

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　

　

　

● 髙梨　隆 議員

● 佐藤　剛史 議員

意見



21 守谷市議会だより　NO.182　（2018.5.10）

中央公民館改修費用が予算案に３億 2,587 万

円計上。さらにアスベストが外壁に使われてい

る等、実施設計を進める中、費用はかさむのか。

アスベストは外壁の吹き付け塗装部分に含有さ

れていることが分かった。改修の中で撤去など

アスベストが含まれていない状態に持っていく

ことを考えている。８月末までに設計はまとま

るため、その上で判断いただく。

国は５年に１回の生活保護基準の見直しをする

と方針が決められた。今、多くの生活保護受給

者だけでなく、国民の方々においても不安が広

がり、病気や会社倒産、失業、リストラで収入

が閉ざされる、シングルマザー子育て等、貧困

病児保育事業実施への経過と検討した内容は。

平成 26年度に行ったアンケート調査結果と職

員配置要件の条件変更を機に検討へ入り、平成

29年 6月に民間保育所や認可外保育所施設に

意向調査を行った。結果として前向きな回答を

得たが、医療関係との連携に時間が要すること

から早期実現のため、病後児保育事業者と定期

的な協議を進めている。

調整内容と事業の開始時期の見通しは。

施設面では児童の衛生、安全面に配慮した措置、

また現在の施設での実施もしくは移転を含めた

措置などを判断し施設環境を整えていく準備段

階であり、開始時期は平成 30年度内となる。

市民への周知の方法は。

市の広報やホームページはもちろん、市のアプ

リ「Morinfo」等の媒体も利用して、できる限

り早い周知に努めたい。

で苦しめられる実態があるが、どう考えるか。

平成 30 年 10 月から３年かけて段階的に制度

の見直しが実施される予定。就労支援や窓口対

応など相談者の方に寄り添う対応をしている。

１．中央公民館改修について
２．防災について
３．介護保険について 他３件

１．ネーミングライツについて
２．病児保育について

今回の通告事項

今回の通告事項

中央公民館改修につ
いて

病児保育の早期実現
を！

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　

　

● 渡辺　大士 議員

● 佐藤　弘子 議員
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行政視察受入れ状況について

　守谷市議会では、議会による事業仕分けやタブレット端末導入によるペーパーレスなど、先進的な議会改革に取
り組んでいます。
　今年度も全国各地の議会が視察に訪れましたので、ご紹介します。

決算審査の結果や指摘事項について、翌年度の予算編成に反映させるため、
平成 25年から事業仕分けを実施しています。平成 29年度は、４事業につ
いて事業仕分けを行いました。

新潟県妙高市議会

平成 27年 5月 10日号から議会だよりをリニューアルし、全頁フルカラー
にして、議員自らが取材した特集記事を掲載するなど、議会活動への理解と
関心を深め、多くの市民の方に読んでいただける広報紙を目指しています。

つくば市議会

平成 26年 11月からタブレット端末を導入し、議会活動と議員活動の全て
に使用しています。クラウド型会議システムを利用することで、情報共有
の迅速化や大量な資料の持ち運びが可能になりました。

石川県白山市議会

平成 28 年３月に通年議会を導入しました。それにより、議長の判断で本
会議を開くことができるようになったため、機動的な議会運営が可能とな
りました。

長野県長野市議会

※上記以外に、基本条例などについて行政視察受入れを行いました。
※ 1回の視察で複数の項目を研修する場合があるため、受入れ件数と異なります。

平成 29年度の主な受入れ状況

１　議会による事業仕分け ８件

３　議会だより １件

２　タブレット端末導入によるペーパーレス ７件

４　通年議会 １件

視察に訪れた議会数 22議会

内　　訳
北海道地方　1　　東北地方　2　　関東地方　7　　中部地方　7
近畿地方　　1　　中国地方　2　　四国地方　0　　九州地方　2

平成29年
度
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議会レポート
Assembly report

　２月 20日、議会BCPワーキングチーム会議
を開催し、「守谷市議会BCP（業務継続計画）」
を策定しました。
　BCPとは、地震等による大規模災害発生時に
あっても、適切に業務執行することを目的とした
計画のことです。

　4月 18日に、愛媛県宇和島市議会議会運営委
員会の皆さんが、タブレット端末の活用について
視察に訪れました。
　守谷市議会はタブレット端末を活用したペー
パーレス会議の先進として、多くの市町村議会が
視察に来られています。

　２月 15日、市と共催による「平成 29年度叙

勲褒章受章お祝いの会」を庁議室で開催しました。

　平成 29年度において、長年の功績により叙勲・

褒章を受章された市民の方は 19名です。

　受章された皆さん、誠におめでとうございます。

議員の審議会等への参画を見直しました

【議会BCP（業務継続計画）を策定】

【愛媛県宇和島市議会視察来庁】

【叙勲褒章受章お祝いの会を開催】

　当市議会では、議会改革の一環として、議員

が市の審議会等へ参画することの妥当性につい

て、協議を行ってきました。

　行政実例によると、「議員が執行機関の諮問や

調査機関の委員に就くことは適当でない」とい

う見解が示されており、当市議会としてもこの

見解を鑑みて事例調査等を行ってきた結果、現

在参画している審議会等については委員の任期

満了日又は今期の議員の任期満了日までとし、

それ以後は法令で義務付けられているもの以外

の審議会等には参画しないことに決定しました。
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けやき台中学校女子ソフトテニス部　“目指せ、県南総体出場！”

http//www.city.moriya.ibaraki.jp

部活動インタビュー

※日程は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金

5/20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 6/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

議事整理日開会

議会運営
委員会

一般質問 議事整理日

請願陳情
締切

閉会

一般質問議事整理日

休会

休会休会

休会 一般質問

・議案上程
・質疑

平成30年６月定例月議会 会議日程（予定）
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　けやき台中学校女子ソフトテニス部は、１年生４名、２年生８名の計 12名で活動しています。キャ
プテンが掲げた合言葉は「Try to be positive and do your best!（ポジティブな気持ちで全力を
尽くそう！）」。練習は火曜日から金曜日と週末に１日。練習ではボールを左右の手で交互に受けるジャ
グリングを取り入れて、左右のバランスを鍛えています。
　試合での勝利を仲間と分かち合うとき、テニスをやって良かったと思います。個人・団体ともに、
県南総合体育大会への出場を目指します！

土

総務教育 都市経済 保健福祉
常任委員会 常任委員会 常任委員会

・討論
・採決

◆６月定例月議会
　平成30年6月定例月議会の日程は5月31日（木）から6月14日（木）

までを予定しています。

　請願・陳情の提出締切日は 5月 23 日（水）です。6月定例月議会で

の審議を希望される場合は、締切日までに議会事務局へご提出ください。

　なお、誤字等による不備がある場合には訂正をお願いすることがあり

ますので、日程に余裕を持って提出してください。

◆議会からの情報発信！
　フェイスブックやツイッターによる議会の情報発信や、インターネッ

トにて本会議の録画配信も行っております。また、メールもりやでは、

会議開催情報のほか、議会だより発行のお知らせなども配信しています。

ぜひご活用ください。

ツイッター・フェイスブック 本会議録画配信 メールもりや


